
 

日 中 友 好 经 济 特 区： 尖 閣 諸 島   

 

 

尊敬する日本内阁总理  安倍晋三 閣下 

尊敬する  副总理   麻生太郎 閣下 

尊敬する中国国家主席 習近平 閣下 

尊敬する  副主席  李源潮 閣下 

拝啓 

   四十年前，中国の毛沢東先生、周恩来先生と 

わが国 田中角荣先生、大平正芳先生、すべての異議を排

除し、全身全霊の努力で、北京人民大会堂で、 



 

  周恩来先生と田中角荣先生の微笑の握手、 

そして、日・中 国交樹立し、全世界で、驚きました。 

    時の流れに、時代が二十一世紀に入りました。 

人類の進化論として、 

故人が去る、偉人が生まれ変わる。 

   習近平閣下と李源潮閣下の知恵は必ず 

毛沢東先生と周恩来先生を超える。 

   安倍晋三閣下と麻生太郎閣下の知恵も、必ず田中角荣

先生と大平正芳先生を越えて行く。 

  安倍晋三閣下 

微笑で、習近平閣下と握手して、日本の松竹梅清酒で 



 

乾杯することお願いできませんか？ 

  麻生太郎閣下 

笑顔で、李源潮閣下と握手して、中国の古越龍山紹興酒で、

乾杯することお願いできませんか？ 

  もし、この四十年後の二回目の微笑、握手、乾杯できた

ら、世界中の人々、もう一度、驚きになる。びっくりする。 

 

中国の経済発展、日本の援助が不可欠。 

日本の経済蘇える、中国の支援が必要。 

     

日・中两国、経済貿易、国際結婚、もう既に現実社会に



 

溶け込んでる。 

別れたくても、別けられない！！！ 

  切れたくても、切れられない！！！ 

    

どうか 

世界第二経済大国中国と第三経済強国日本 

連合して、手を組む、一丸になって、この危機を克服し

て、乗り越えて、前へ、明日へ、未来へ、邁進して行きま

しょう！ 

    そして、 

ひとつの提案 



 

日本政府に要請する 

三名の地質学家、三名の地理学家、三名の考古学家，三名の

歴史学家、三名の政治家、15 人の交渉団を出して、 

中国政府も同様陣営の十五人交渉団を創って、 

日・中 両方 30 人の交渉団、資料を調べ、現地を調査し、

冷静に、尚且つ、両方の国民が納得できるの証拠を出して、尖

閣諸島の経緯を国民に説明して、やりましょ。 

多分、この研究、調査、交渉、両方納得できるまで、 

谷があり、山があり、長い道のり。 

別に、構いません、われわれの世代できなくでも、次世代に

やればいいよ。 



 

そして、 

更にひとつ提案 

   

    中国政府 25% 出資 

        中国民间 25% 出資 

        日本政府 25% 出資 

        日本民间 25% 出資 

    日・中両方、半官半民，共同出资して、 

「 尖閣諸島日・中友好経済特区株式会社 」 

を設立して、 

尖閣諸島地域「日・中友好経済特区」をつくって、 



 

尖閣諸島を共同管理、共同開発しましょう。 

   尖閣諸島上： 

灯台を作って、ヘリコプター、飛行機駐機場も作る、海中豪華

ホテルも、高級の中華料理店 1 軒とお洒落な日本料理店 1 軒も

設置、渔船の波止場も、観光遊覧船の乗り場も整備し、世界最

大級の海洋水族館、世界最小型室内ディズニーランドを作る。 

更に、尖閣諸島周辺五つの島の間、レインポーブリッジ桟

橋を作る、海底隧道も掘る、ＮＴＴも光フィ－バ、電話回線も

架設、海洋風力発電機も、水力発電機も、太陽光発電機も 

作りましょう。 

そして、 



 

中国観光客の尖閣諸島の來島を大歓迎する。 

    なぜならば、 

現実、今現在、中国観光客は日本の首都 東京・お台場デックス

東京ビーチ、アクアシテイお台場、随所散見される。大阪の心

斎橋筋でショッピングー天国にもなってる。自由自在に散策し

てる。 

東京と大阪の百貨店でも、中国の観光客が大歓迎なのに、   

尖閣諸島を中国観光客をお断りの理由がないでしょう？！ 

中国人観光客、どんどんいってらしゃい。 

しかも、中国人観光客がお金が持って来る、消費に来る、日

本の尖閣諸島で、お金いっぱい使っていいよ。 



 

中国人観光客が来て、来て、もっともっと来て！ 

 

   同样、日本人観光客も尖閣諸島の上陸が大歓迎。 

なぜならば、 

日本人観光客が中国首都 北京 全聚德烤鴨店の北京鴨を

ばんばん食べてる 、 

上海で、 南翔小籠包を代わり、まだお代わり沢山賞味してる。 

尖閣諸島が本当に日本の領土であれば、どうして、日本人

が上陸できないですか？ 

仮に、尖閣諸島が中国の領土でも、日本人が中国の北京

でも、上海でも行けるなのに、不毛の無人島が逆に行けない、 



 

行く事ができない。 おかしいでしょ！！！ 

   日本人観光客がどんどんいってらしゃいよ！！！ 

   日・中两国の観光客が毎日沢山尖閣諸島に来れば、お金がい

っぱい使えば、 日・中共同出資の合弁会社 

《尖閣諸島日中友好経済特区株式会社》 

   の利益がいっぱい出る、株式の配当も沢山貰える、儲かった

お金が再投資して、拡大再生産、余剰金が日本政府に国庫上納、

日本国民に利益還元。 

日本经济の蘇えると更に経済の発展をどんどん貢献ができる。 

日・中 两国民の友好的の交流もできるし、日・中两国民の

絆も更に固く結ばれる、喧嘩無し、両国永遠に平和 + 友好。          



 

国に対して、良いこと、国民に対して、幸せ、幸福だよ。 

一石二鳥。いいことでしょ？！  やりましょうよ！！！ 

追伸 

弊社、喜んで、お金を出資し、 

《尖閣諸島日中友好経済特区株式会社》を投資する。 

四人の阁下 

弊社の願望を叶わさせて頂きたい。是非実現させて戴きたい 。 

日本太陽樓株式会社 

代表取缔役・社長 

      太陽楼 暁春     敬具 

平成 25 年 3 月 15 日                                                                                                                                                                    


